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広報たてばやし3

　
火
災
現
場
で
、
放
水
に
使
う
水

の
確
保
を
し
た
り
、
住
民
を
安
全

な
場
所
へ
誘
導
し
た
り
す
る
な
ど
、

消
防
署
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
消
火
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
後
方
支
援
を

行
う
の
が
仕
事
で
す
。
一
分
一
秒

を
争
う
現
場
で
は
、
団
員
ど
う
し

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
な
に
よ
り
も

重
要
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
連
携

で
き
る
よ
う
に
、
団
員
は
、
お
互

い
を
信
頼
し
合
い
、
深
い
き
ず
な

で
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
防
火
啓
発
活
動

も
消
防
団
の
た
い
せ
つ
な
役
割
で

す
。
一
昨
年
行
わ
れ
た
市
の
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
違

い
住
民
参
加
型
の
訓
練
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
が
指
揮
を

す
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
実

際
に
救
助
・
応
急
救
護
訓
練
を
行

う
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
と
て

も
好
評
で
し
た
。
こ
う
し
た
反
応

は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
「
地
域
の
安
全
は

地
域
で
守
る
」
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
消
防
団
に
入
る
と
、
自
分
の
時

間
が
と
れ
な
く
な
る
と
か
、
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
た
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
仲

間
や
地
域
と
の
き
ず
な
は
一
生
の

財
産
に
な
り
ま
す
し
、
こ
こ
で
し

か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動

を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
で
の
貴
重
な
経
験
は
、

一
生
の
財
産
に
な
り
ま
す

昭和35年に生まれる。自営業。同56年
に入団し、平成23年から団長を務める。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
●
館
林
地
区
消
防
組
合
　
館
林
消
防
団
団
長

　澤
ざ わ

祐
ひ ろ

志
し

さん　（本町一丁目）

　
消
防
団
と
は
、
地
域
の
住
民
た

ち
で
構
成
さ
れ
る
市
町
村
の
消
防

機
関
で
す
。
消
防
本
部
・
署
に
勤

め
て
い
る
消
防
職
員
は
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

消
防
団
員
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に

出
動
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
公
務

員
。
多
く
の
か
た
は
、
ふ
だ
ん
別

の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　
火
事
や
地
震
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
時
に
、
住
民
の
避
難
誘
導
や

地
域
の
安
全
に
必
要
不
可
欠

消
防
団
員
た
ち
の
活
動

救
助
活
動
に
従
事
し
て
い
て
、
地

域
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
存

在
と
い
え
ま
す
。

　
ひ
と
た
び
火
災
や
災
害
が
発
生

す
る
と
、
団
員
は
職
場
な
ど
か
ら

各
地
域
の
詰
め
所
に
急
行
し
、
消

防
車
両
に
乗
り
込
ん
で
、
火
災
現

場
に
向
か
い
ま
す
。

　
地
域
を
熟
知
し
、
地
元
の
人
し

か
通
ら
な
い
よ
う
な
狭
い
場
所
で

の
火
災
で
も
、
素
早
く
行
動
す
る

土
地
勘
を
生
か
し

消
防
署
員
の
後
方
支
援
を
行
う

消
防
団
員
。「
火
災
の
連
絡
が
入
っ

た
ら
、
と
に
か
く
一
刻
も
早
く
詰

め
所
に
行
っ
て
、
現
場
に
駆
け
つ

け
な
け
れ
ば
と
必
死
で
す
」
と
野

村
副
団
長
は
話
し
ま
す
。

　
最
近
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻

な
ど
の
異
常
気
象
が
も
た
ら
す
災

害
が
、
館
林
で
も
頻
発
し
て
い
ま

す
。
特
に
館
林
は
利
根
川
や
渡
良

瀬
川
に
挟
ま
れ
た
地
形
で
、
今
後
、

大
規
模
な
水
害
が
起
こ
ら
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。
野
村
副
団
長
は

「
い
つ
、
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
安
全
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

訓
練
を
積
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え

日
頃
か
ら
訓
練
を
積
む

「火事だ！」。火災が発生すると、いつでも、どんなときでも現場に駆けつける人たちが
います。住民の命と財産を守るため、消防署員と身をていして消火活動に当たる、消防
団員たち。現在、館林消防団には10の分団があり、2 4 7人の団員が活躍しています。今
回は、その消防団員たちの活動を紹介します。

団防消

●市町村の消防事務を
　統轄したり（人事・
　予算など）、火災の予
　防や消火、救急、救
　助などの第一線を担う

●火災の消火や救助、
　水防活動などを行う
●通常、各自の仕事に
　就きながら平時の予
　防・防災活動、消防
　防災活動に従事

常備の消防機関 非常備の消防機関

市　長

消防本部 消防団

消防署

分署 分団

連携

消防団の活動内容を聞きました

よ し

野
の

村
む ら

政
ま さ

美
み

さん（成島町）

館林消防団副団長



魅力がいっぱいの　　館林をご案内します

ミス館林フラワーレディ
中
なか

谷
や

美
み

奈
な

さん（青柳町）

―
春
の
思
い
出
づ
く
り
は
館
林
で
―

　

鶴つ
る

生う

田だ

川
、
城
沼
周
辺
は
、
多
く
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
、
こ
い

の
ぼ
り
が
見
ら
れ
る
名
所
。
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
か
た
が
訪

れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
市
内
各
所
で
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
楽
器
の
演
奏
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
、
春
を
満
喫
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

爽やかで
、とって

も

気持ちい
い♪

魅力がいっぱいの　　館林をご案内します

ミス館林フラワーレディ
中
なか

谷
や

美
み

奈
な

さん（青柳町）

つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン

内
容
・
と
き

▪
季
節
限
定
特
別
メ
ニ
ュ
ー
（
さ

　
く
ら
弁
当
・
さ
く
ら
ア
イ
ス
）

　

３
月
23
日
㈰
～
４
月
10
日
㈭

▪
甘
酒
サ
ー
ビ
ス　

３
月
29
日
㈯
・

　

30
日
㈰
、
４
月
５
日
㈯
・
６
日

　

㈰　

午
前
11
時
～
（
各
日
先
着

　

１
０
０
人
）　

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
品

　

は
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

問
合
せ　

同
パ
ー
ク
イ
ン
（
℡
75

─

８
４
８
４
）

鶴
生
田
川
両
岸
～
尾
曳
公
園

と
き　

３
月
29
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
広
場

内
容　

芋
煮
会
、
物
産
販
売
な
ど

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
品

　

は
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

問
合
せ　

市
観
光
協
会
（
花
の
ま

ち
観
光
課
内　

内
線
２
５
１
）

近
藤
沼
公
園

と
き
　
４
月
６
日
㈰

と
こ
ろ
　
近
藤
沼
公
園
運
動
場

内
容
・
時
間

▪
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

午

　

前
10
時
30
分
～

▪
豚
汁
・
お
茶
サ
ー
ビ
ス　

午
前

　

10
時
30
分
～

▪
た
こ
あ
げ
大
会
　
正
午
～
（
貸

　

し
出
し
先
着
50
人
）

▪
和
太
鼓
演
奏　

午
前
11
時
45
分
～

▪
吹
奏
楽
演
奏　

正
午
～

▪
八
木
節
演
奏
会　

午
後
０
時
15

　

分
～

▪
無
料
魚
釣
り
大
会　

終
日

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
品

　

は
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

問
合
せ　

三
野
谷
地
区
さ
く
ら
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
三
野
谷
公
民

館
内　

℡
73-

４
０
６
２
）

多
々
良
保
安
林

と
き　

４
月
６
日
㈰

と
こ
ろ　

多
々
良
公
民
館
前

内
容
・
時
間

▪
第
18
回
彫
刻
の
小こ

径み
ち

音
楽
会
　

　
午
前
10
時
～
（
雨
天
決
行
）

▪
お
茶
サ
ー
ビ
ス　

午
前
10
時
～

▪
甘
酒
サ
ー
ビ
ス　

午
前
11
時
～

▪
野の

点だ
て

コ
ー
ナ
ー　

午
前
11
時
～

▪
豚
汁
サ
ー
ビ
ス　

午
前
11
時
30

　

分
～　

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
品

　

は
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

問
合
せ　

多
々
良
地
区
さ
く
ら
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
多
々
良
公
民

館
内　

℡
74

─

９
１
７
４
）

館
林
さ
く
ら
ま
つ
り

と
き　

３
月
25
日
㈫
～
４
月
13
日
㈰

と
こ
ろ　

鶴
生
田
川
（
城
町
）
～

尾
曳
公
園
、
多
々
良
保
安
林
、
近

藤
沼
公
園
、
つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク

イ
ン

※
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
・
ラ
イ
ト
ア
ッ

　

プ
は
、
午
後
６
時
～
10
時
（
近

　

藤
沼
公
園
は
午
後
９
時
ま
で
）

こ
い
の
ぼ
り
の
里
ま
つ
り

と
き　

３
月
25
日
㈫
～
５
月
９
日
㈮

と
こ
ろ　

鶴
生
田
川
（
城
町
・
成

島
町
）、近
藤
沼
、
茂
林
寺
川
、
つ

つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン
、
多
々
良
沼

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す

問
合
せ　

市
観
光
協
会
（
花
の
ま

ち
観
光
課
内　

内
線
２
５
１
）

5,000匹を超えるこいのぼり
が皆さんをお出迎え



総
合
相
談
窓
口
の
設
置

　

降
雪
被
害
に
対
し
、
相
談
窓
口
を
一

本
化
し
、
情
報
の
一
元
化
と
迅
速
な
対

応
に
努
め
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

相
談
窓
口　

安
全
安
心
課
（
内
線
３
２
８
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金

　

２
月
の
降
雪
で
、
住
宅
や
車
庫
に
被

害
を
受
け
た
か
た
へ
、
特
例
を
設
け
、

復
旧
及
び
撤
去
費
用
の
一
部
を
、
市
内

登
録
事
業
所
で
使
え
る
館
林
市
金
券
で

助
成
す
る
予
定
で
す
。

特
例
内
容

対
象
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

■

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

■

降
雪
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
、
市
内

　

に
あ
る
住
宅
及
び
付
随
す
る
車
庫
を

　

所
有

■

復
旧
・
撤
去
費
に
１
万
円
以
上
か
か

　

っ
た
、
又
は
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る

助
成
金
額　

工
事
費
の
10
％
（
１
０
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
・
上
限
10
万
円
）

申
請
先
・
問
合
せ　

申
請
書
、
承
諾
書

（
い
ず
れ
も
商
工
課
に
あ
り
ま
す
）、着

工
前
写
真
、
工
事
費
見
積
書
の
写
し
を

持
参
し
、
同
工
業
労
政
係
（
内
線
２
０

６
）
へ

※
撤
去
済
み
で
着
工
前
写
真
が
無
い
か

　

た
は
、
区
長
の
証
明
書
が
必
要

園
芸
施
設
災
害
見
舞
金

　

園
芸
施
設
の
被
害
状
況
に
応
じ
て
、

mini

　東日本大震災から３年。地震
が発生した当初、被災地だけで
なく本市でも、深刻な電力不足
に直面しました。災害はいつ起
こるのか予測できません。その
ため、日頃からの節電や防災意
識がたいせつです。現在、市で
貸し出し中の「省エネナビ」は、
電力の使用状況がリアルタイム
で確認できるため、電気の無駄
遣いを抑えることができます。
また、停電時も役立つ、「手回し
充電器付きの多機能ラジオ」や
「太陽光で充電できるライト」
などの準備をしておくのもよい
でしょう。環境に優しいエコな
節電と防災への備えが、災害時
のあなたの強い味方になります。

日頃の心がけがたいせつ！
節電と防災意識

▪
温
暖
化　

だ
れ
が
か
え
る
の　

僕
ら
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
清し

水み
ず

蓮れ
ん

太た

さ
ん
（
第
一
中
学
校
１
年
）

▪
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い　

新
た
に
生
ま
れ
る　

資
源
だ
よ

　
　
　
鴇と

き

崎ざ
き

唯ゆ
い

花か

さ
ん
（
多
々
良
中
学
校
１
年
）

平
成
25
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

　　　　

緊
急
時
や
災
害
時
の
応
急
給
水
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
加
圧
式
給

水
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
の
重
力

式
給
水
車
２
台
と
合
わ
せ
、
本
市
が
所
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支　援

　　

本
市
が
現
在
、
現
金
で
交
付
し
て
い

る
補
助
金
の
一
部
を
、
平
成
26
年
４
月

１
日
㈫
か
ら
、
館
林
市
金
券
（
１
枚
１

０
０
０
円
）
に
切
り
替
え
て
交
付
す
る

予
定
で
す
。

　

館
林
市
金
券
と
は
、
市
内
で
の
消
費

拡
大
・
商
業
活
性
化
を
目
的
に
、
登
録

を
受
け
た
市
内
の
店
舗
で
使
用
で
き
る
、

期
限
付
き
金
券
で
す
。

※
金
券
交
付
対
象
者
に
は
登
録
店
一
覧

　

表
を
渡
し
ま
す

※
金
券
が
利
用
で
き
る
店
舗
に
は
、「
館

　

林
市
金
券
取
扱
登
録
店
登
録
証
」
の

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す

使
用
期
限　

発
行
年
度
の
翌
年
度
の
12

月
31
日
ま
で　

登
録
店
募
集

　

金
券
が
使
用
で
き
る
お
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
公
民
館
な
ど
に
あ
る
募
集

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
　
　
　

登
録
料
・
換
金
手
数
料　

無
料

第
１
次
締
切　

３
月
14
日
㈮

共
通
事
項

問
合
せ　

商
工
課
商
業
係
（
内
線
２
０
５
）

補
助
金
な
ど
を
館
林
市
金
券
で
交
付
し
ま
す

館
林
市
金
券
を
使
っ
て
市
内
の
お
店
で
買
い
物

お知らせ

●代表☎72 - 4111 市役所からのお知らせ

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
転
入
や

転
出
な
ど
が
多
く
、
市
役
所
窓
口
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
臨
時
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

実
施
日
時
・
窓
口

▪
３
月
16
日
㈰　

市
民
課
、
こ
ど
も
福

　

祉
課
（
保
育
園
入
園
に
関
す
る
手
続

　

き
の
み
）

▪
３
月
30
日
㈰
・
４
月
６
日
㈰　

表
の

　

全
窓
口

※
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
15
分

市
役
所
臨
時
窓
口
を
開
設

混
雑
を
緩
和
し
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
行
え
る

お知らせ
窓口 取り扱い業務 問合せ

１
階

１

番

転入・転出・転居などの住所異動
届、印鑑登録の受付、住民票・戸籍・
印鑑登録証明書などの発行、戸籍
に関する届書の受理
※住民基本台帳カードの発行、パ
　スポートの申請・交付は不可

市民課
内線660・670

２

番

国民健康保険・後期高齢者医療・
福祉医療・国民年金に関する手続
きなど

保険年金課
内線618・625・
626

３

番
介護保険・高齢者の福祉に関する
相談及び手続きなど

介護高齢課
内線621・622

４

番
障がい者（児）の相談及び各種手
続きなど

社会福祉課
内線627

５

番
保育園の入園・児童手当・児童扶
養手当に関する手続きなど

こども福祉課
内線631・639

９

番
税金の納付、納税相談 納税課

内線613・680

10

番
納税証明・所得証明・評価証明な
どの市税関係証明書の発行

税務課
内線606・610

２
階
南

側

小・中学校の転校手続き
※併せて必要な学校への手続きは
　翌日の月曜日に行ってください

学校教育課
内線221

名称 担当課

歴史的街並み景観創出補助金 市民協働課

敬老祝金 介護高齢課

母子家庭、父子家庭児童の小学校入学
及び中学校卒業祝金 こども福祉課

空きハウス利活用促進事業費補助金
農業振興課

新規就農者研修支援補助金

住宅リフォーム資金助成金 商工課

樹木・生垣植栽事業費補助金

緑のまち推進課保存樹木・樹林・生垣指定補助金

まちなか緑化推進事業費補助金

太陽光発電施設設置補助金

地球環境課

犬及び猫の避妊又は断種手術費補助金

合併処理浄化槽管理費補助金

雨水浸透枡設置補助金

雨水貯留槽設置補助金

水洗便所改造費補助金 下水道課

ごみ減量化器具購入費助成金 資源対策課

対象補助金など18ℓのポリタンクで
1 1 1個分の給水可能

６・７階程度の
高さの受水槽ま
で送水が実現

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

見
舞
金
額

▪
５
０
０
０
円　

被
害
額
が
10
万
円
以

　

上
30
万
円
未
満

▪
１
万
円　

被
害
額
が
30
万
円
以
上
１

　

０
０
万
円
未
満

▪
２
万
円　

被
害
額
が
１
０
０
万
円
以
上

問
合
せ　

農
業
振
興
課
振
興
係
（
内
線

２
４
７
）

災
害
廃
棄
物
の
無
償
受
け
入
れ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
降
雪
被
害
に

よ
っ
て
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
無
償

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間　

５
月
30
日
㈮
ま
で

該
当
廃
棄
物　

家
庭
用
の
車
庫
、
物
置
、

ひ
さ
し
、
瓦
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
一
般

廃
棄
物

※
搬
入
は
原
則
、
被
災
者
本
人
、
又
は

　

家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い

手
数
料　

無
料

※
２
０
０
㎏
以
上
の
場
合
に
は
被
災
証

　

明
書
（
安
全
安
心
課
で
取
れ
ま
す
）

　

が
必
要

問
合
せ　

資
源
対
策
課
施
設
係
（
同
セ

ン
タ
ー
内　

℡
72-

４
５
７
６
）

被
害
を
受
け
た
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

２
月
の
記
録
的
な
大
雪
で

加
圧
式
給
水
車
を
導
入
し
ま
し
た

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て

水　道

有
す
る
給
水
車
は
こ
れ
で
３
台
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
給
水
車
は
車
体
と
給
水
タ
ン
ク

が
一
体
と
な
っ
て
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
の

動
力
を
使
っ
て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
で
、

25
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
の
受
水
槽
へ

も
、
直
接
水
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
広
範
囲
に
わ

た
る
水
道
の
断
裂
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

病
院
や
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
受
水

槽
へ
の
給
水
が
可
能
な
た
め
、
迅
速
に

飲
料
水
が
提
供
で
き
ま
す
。　

　

タ
ン
ク
は
腐
食
に
強
い
ス
テ
ン
レ
ス

製
を
使
用
。
一
度
に
２
０
０
０
リ
ッ
ト

ル
の
飲
料
水
を
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
、

緊
急
時
に
、
約
６
６
０
人
が
１
日
に
必

要
な
飲
み
水
を
確
保
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
課
給
水
係
（
水
道
セ
ン

タ
ー
内　

℡
80-

３
２
０
１
）

※対象補助金などは、平成26年度当初予算案の可決・成立
　により確定します



８2014．３．１９ 広報たてばやし

●代表☎72 - 4111

●対象マーク（主な対象者）
※全員対象はマークなし
　…中学生以下
　…高校生以上
　…65歳以上

子
大
高

広
告

情報
アラカルト

広
告

Information 
a la carte

　

く
だ
さ
い

問
合
せ　

■

自
動
車
税
関
係　

同
行
政
県
税

　

事
務
所
（
℡
72

─

４
４
６
１
）

■

登
録
関
係　

群
馬
運
輸
支
局（
℡

　

０
５
０

─

５
５
４
０

─

２
０
２
１
）

入
居
資
格　

現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日　

７
月
１
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　

４
月
１
日
㈫

か
ら
15
日
㈫
ま
で
に
、申
込
書（
県

住
宅
供
給
公
社
館
林
支
所
及
び
館

林
土
木
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）
を

お
知
ら
せ

と
き　

３
月
20
日
㈭　

午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
１
Ａ
会
議
室

定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

申
込
み　

当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ　

教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
が
知
識
と
経
験
を
生
か
し

て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

六
郷
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
か
た

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
℡
72

─

１
３
２
１
）

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
登
録
者
に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
名
義
変
更
や
、
廃
車
・

売
却
・
下
取
り
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
手
続
き
を
忘
れ
る
と
次
の
年

度
も
引
き
続
き
税
金
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
必
ず
３
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
く
だ
さ
い
。

※
車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き 

　

が
遅
れ
る
場
合
は
、
館
林
行
政

　

県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

と
き　

４
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

～
11
時
20
分

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ　

 

「
家
庭
の
ち
か
ら
」

講
師　

池い
け

田だ

久ひ
さ

子こ

さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
倫
理
研
究
所
専
任
講
師
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み　

３
月
７
日
㈮
か
ら
、
電

話
で
嶋し

ま

田だ

チ
ヱ
子こ

さ
ん
（
講
演
会

実
行
委
員
長　
℡
73

─

１
１
５
５
） へ

問
合
せ　

嶋
田
チ
ヱ
子
さ
ん
、
又

は
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係 

（
内

線
２
２
４
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

内
容　

４
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞
か

郵
送
で
県
住
宅
供
給
公
社
（
℡
０

２
７

─

２
２
３

─

５
８
１
１
）
へ

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　

公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　

務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
県
住

　

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
）
だ
け

　

の
配
布
に
な
り
ま
す
）、又
は
県

　

住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.gunm
a-jkk.or

　

.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
青
柳
・
大
島
団
地
は
、
随
時
申

　

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

せ
や
読
書
相
談
な
ど

活
動
日　

主
に
第
４
火
曜
日　

午

後
１
時
30
分
～
3
時
30
分
（
毎
月

１
回
）

活
動
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

内
容　

書
架
の
整
理
、
破
損
本
の

修
理
、
配
本
サ
ー
ビ
ス
、
蔵
書
点

検
作
業
の
補
助
な
ど

活
動
日　

図
書
館
開
館
日（
修
理
・

配
本
は
第
２
・
４
水
曜
日
）

活
動
場
所　

図
書
館

共
通
事
項

対
象　

市
内
、
又
は
邑
楽
郡
内
に

在
住
の
18
歳
以
上
の
か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ　

と
き　

３
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

群
馬
会
館
２
階
ホ
ー
ル

（
前
橋
市
）

※
駐
車
場
は
県
庁
県
民
駐
車
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

定
員　

３
０
０
人

内
容　

 

「
あ
な
た
と
家
族
を
守
る

─

建
物
と
心
の
耐
震
対
策

─

」
他

講
師　

山や
ま
む
ら
た
け
ひ
こ

村
武
彦
さ
ん
（
防
災
シ

ス
テ
ム
研
究
所
所
長
）
他

参
加
費　

無
料

申
込
み　

３
月
18
日
㈫
ま
で
に
、

県
建
築
住
宅
課
企
画
指
導
係
（
℡

０
２
７

─

２
２
６

─

３
７
０
８
） 

へ

問
合
せ　

県
建
築
住
宅
課
企
画
指

導
係
、
又
は
市
建
築
課
建
築
指
導

係
（
内
線
４
０
６
）

と
き　

３
月
12
日
㈬
・
24
日
㈪
・

31
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
に
、
転
倒
予
防

の
必
要
性
を
理
解
し
予
防
体
操
を

学
び
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
７
日
㈮

か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡

74

─

５
１
５
５
）
へ

と
き　

４
月
10
日
㈭
～
５
月
29
日

㈭
の
木
曜
日　

午
後
７
時
～
８
時 

30
分
（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

城
沼
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

リ
ュ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん 

 

（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

参
加
費
（
教
材
費
な
ど
） 　

■

一
般　

３
０
０
０
円

■

市
国
際
交
流
協
会
会
員　

２
０

　

０
０
円 

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
10
日
㈪

か
ら
、
同
協
会
事
務
局
（
市
民
協

働
課
内　

内
線
６
８
７
）
へ

県
営
住
宅
の
入
居
者

募
集

本
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
健
康
展
を
開
催　

３
月
４
日
㈫
～
７
日
㈮　

健
康
推
進
課
☎
74

─

５
１
５
５

講
座

教
室

 

・

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
学
ぼ
う
！

初
級
日
常
英
会
話
講
座

自
動
車
の
名
義
変
更
な
ど
の

手
続
き
は
３
月
31
日
ま
で
に

安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
講
演
会

社員教育に活用を！
新入社員セミナー

とき　４月７日㈪　午前10時～午後４時
ところ　ジョイハウス（美園町）
対象　今春入社する新入社員がいる市
内の事業所
定員　1 4 0人
内容　社会人として必
要な基礎知識と心構え
参加費　無料
※条件により費用がか
　かります。詳しくは
　お問い合わせください
申込み・問合せ　３月17日㈪までに、
事業主のかたが申込書（商工課及び市
ホームページにあります）を同会議所
（℡74 - 5121）、又は市商工課工業労政
係（内線 206）へ

家
庭
倫
理
講
演
会

パソコン入門講座
とき　４月８日㈫～22日㈫の
火 ・金曜日　午後７時～９時
（全５回）
ところ　郷谷公民館
定員　20人（申し込み多数の
場合は抽選）
参加費　2,000円（教材費など）
申込み　３月18日㈫の午後６
時から７時までに、同公民館へ
問合せ　松

ま つ

尾
お

隆
た か し

さん（生涯学
習館林市民の会　℡080- 542
9- 5389）、
又は市生涯
学習課生涯
学習係（内
線2 2 4 ）

東日本結婚相談室  

＜地元密着＞

☎ 0276 － 62 － 0033

入 会 時 費 用 　 　 　 　 　 　 ０ 円
情 報 月 会 費 　 　 　  　9,800 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　 　 　 ０ 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 　 ０ 円

条件により結婚相手をご紹介します＜身元確実＞

入会審査：写真・住民票等の公的書類をご用意下さい。

＜情報提供型＞ ＜仲人介入型＞
入 会 時 費 用 　 　 　 　52,500 円
情 報 月 会 費 　 　 　 　  5,250 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　10,500 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 応 相 談

大泉町北小泉３丁目８－１　 営業時間８時～ 20 時 　完全予約制

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

広報たてばやし　12月1日掲載

高
齢
者
転
倒
予
防
教
室

高
大
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●代表☎72 - 4111
●対象マーク（主な対象者）　※全員対象はマークなし
　…中学生以下　　…高校生以上　　…65歳以上

広
告

子 大 高高
情 報 ア ラ カ ル ト

Information a la carte

ジ
ュ
ニ
ア
普
及
テ
ニ
ス
教
室　

と
き　

４
月
５
日
㈯
か
ら
の
土
曜
日

■
前
半
の
部　

午
前
９
時
30
分
～

　

11
時

■
後
半
の
部　

午
前
11
時
～
午
後

　

０
時
30
分

と
こ
ろ　

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
市

民
体
育
館
北
側
）

対
象　

小
学
４
～
中
学
３
年
生

参
加
費
（
月
額
） 　

１
０
０
０
円

※
保
険
料
（
年
額
） 　

１
７
６
５
円

共
通
事
項

申
込
み　

３
月
23
日
㈰
ま
で
に
、

松ま
つ

本も
と

和か
ず

久ひ
さ

さ
ん
（
市
テ
ニ
ス
協
会

火
～
日
曜
日
の
午
後
１
時
～
７
時

℡
75-

０
５
４
３
）
へ

問
合
せ　

松
本
和
久
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74-
２
６

１
１
）

※
対
象
年
齢
・
学
年
は
、
平
成
26

年
４
月
現
在

と
き　

３
月
18
日
㈫
、
４
月
１
日

㈫　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ

ッ
チ
や
柔
軟
、
腹
式
呼
吸
な
ど
を

取
り
入
れ
た
体
操
を
行
い
ま
す

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

上
履
き

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

吉よ
し

田だ

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
Ｔ
Ｗ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

℡
73

─

７
９

０
３
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

振
興
係
（
同
館
内　

℡
74

─

２
６

１
１
）

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
教
室　

と
き　

４
月
５
日
㈯
か
ら
の
第
１
・

３
土
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
月
２
回
）

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

対
象　

満
４
歳
児
～
小
学
２
年
生

参
加
費
（
月
額
） 　

７
５
０
円

※
ボ
ー
ル
代
、
保
険
料
（
年
額
）

１
５
０
０
円

と
き　

３
月
30
日
㈰　

午
前
９
時

～
正
午

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保

護
者

※
子
ど
も
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、
剣

道
、
少
林
寺
拳
法
、
太
極
拳
、
日

本
拳
法
な
ど
の
武
道
を
体
験
し
、

礼
節
を
学
び
ま
す

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

申
込
み　

３
月
15
日
㈯
か
ら
25
日

㈫
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振

興
係
（
同
館
内　

℡
74-

２
６
１

１
）
へ

問
合
せ　

塚つ
か

田だ

了り
ょ
う

右す
け

さ
ん
（
市
武

道
振
興
会　

℡
73 -

５
０
６
３
）、

又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係

と
き　

３
月
27
日
㈭　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

赤
羽
児
童
館

対
象　

乳
幼
児
～
小
学
６
年
生

内
容　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

販
売
と
お
も
ち
ゃ
の
お
金
を
使
っ

た
買
い
物
を
楽
し
み
ま
す

と
き　

４
月
６
日
㈰
～
平
成
27
年

３
月
29
日
㈰
の
日
曜
日　

午
前
10

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

対
象　

小
学
３
～
６
年
生
（
平
成

26
年
４
月
現
在
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
８
０
０
円
（
保
険
料
、

ボ
ー
ル
代
な
ど
）

持
参
す
る
物　

上
履
き

申
込
み　

３
月
15
日
㈯
か
ら
31
日

㈪
ま
で
に
、
大お

お

竹た
け

昭し
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
市

卓
球
協
会　

℡
72-

５
０
１
１
） 

へ

問
合
せ　

大
竹
昭
三
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
同

館
内　

℡
74-

２
６
１
１
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
館
（
℡
72-

４
１
５
５
）

と
き　

４
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

対
象　

小
学
１
年
生
以
上

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

24
人 

（
先
着
順
）

内
容　

科
学
の
原
理
を
利
用
し
て
、

お
い
し
い
ア
イ
ス
を
作
り
ま
す

参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
15
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

　　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学
館

で
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
か
た

内
容　

館
内
の
解
説
、
科
学
遊
び

や
工
作
教
室
の
体
験
指
導
、
展
示

物
の
作
製
な
ど

会
費　

無
料　
　

※
別
途
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
が

　

か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

同
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
友
の
会
事
務
局
（
同
館
内

℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭

内
や
近
所
の
も
め
ご
と
、
人
権
問

題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
か
た
は
法

務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
人
権

擁
護
委
員
が
、
無
料
で
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、

電
話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

常
駐
相
談

■

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

 

（
前
橋
市
） 　

月
～
金
曜
日

■

同
法
務
局
太
田
支
局（
太
田
市
）

　

月
・
金
曜
日

※
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
常
駐
相
談
日
以
外
は
、
法
務
局

　

職
員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

電
話
相
談

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
℡
０

５
７
０

─

０
０
３

─

１
１
０
） 

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

共
通
事
項　

 

※
祝
日
を
除
く

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
℡
０
２
７

─

２
２
１

─

４
４
６
６
）

科
学
館

児
童
館

ス
ポ
ー
ツ

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

子

武
道
親
子
体
験
教
室

大
子

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

贈 与 税 ・ 相 続 税 　 無 料 相 談 受 付 中 ( 土 ・ 日 可 ） 
☞相談事例はホームページをご覧ください

関東信越税理士会所属

○ 税 務 相 談 ・ 税 務 代 理 ・ 税 務 書 類 の 作 成 ○
○ 　 　  記 帳 代 行 ・ 決 算 書 類 の 作 成 　 　  ○

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

新入学生（同時転入生・編入生）受付中！

近い！安い！有利！
高卒資格を確実に取得！！

〒374-0025　館林市緑町 1-3-1　☎0276（75）9663

個別相談、夜間社会人コース受付中！！
通信制普通科通学コース　 kg-tatebayashi 検索

　鹿島学園高等学校（館林キャンパス）

●
広
報
写
真
展
開
催
中　

詳
し
く
は
「
広
報
た
て
ば
や
し
」
２
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内
線
３
４
３
）

小
学
生
卓
球
教
室

子

●
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
休
止

５
月
７
日
㈬
か
ら
７
月
５
日
㈯
ま
で
、
機
器
更
新
の
た
め
休
止
し
ま
す
。　

同
館
☎
75-

１
５
１
５

相
談

健
康
体
操
教
室

遺跡発掘作業員募集
　遺跡発掘作業員を登録制で募
集します。
対象　市内及び近隣在住で、お
おむね70歳までの健康なかた
登録期間　４月１日～平成27年
３月31日
勤務地・時期　市内・不定期
賃金（時給） 　8 0 0円
申込み・問合せ　３月31日㈪の
午後５時までに、申請書（文化
振興課及び市ホームページにあ
ります）を、同文化財係（文化
会館内　℡74 - 4111）へ
※登録者全員が必ず雇用される
　ものではなく、発掘現場の状
　況により雇用人数・期間は異
　なります

花と緑のフェスティバル2014
出演者・ボランティア募集
①花緑ボランティア「花緑ふやし隊」
とき　随時
内容　草花の育苗や花壇の手入れ、花と緑
のフェスティバル会場内の花の手入れなど
②会場運営ボランティア
とき　５月３日㈷～６日㉁
内容　イベントなどの運営補助
③木かげのコンサート出演者
とき　５月５日㈷・
６日㉁　午前10時
～午後３時（６日
㉁は午後２時まで）
※出演時間は30分
　単位で受け付け
　ています
④木かげの読み聞かせボランティア
とき　５月５日㈷・６日㉁　午前10時～午
後３時（６日㉁は午後２時まで）
共通事項
ところ　①はグリーンバンク、駅前広場、
市役所前及びまちなか花壇、②③④は市役
所東広場及びその周辺の公園
申込み・問合せ　①は随時、②は４月30日
㈬までに、③④は４月15日㈫までに、緑の
まち推進課緑化政策係（内線4 1 7 ）へ
※詳しくはお問い合わせください

館林 45×178 スミ 1C

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

新
会
員
募
集

高
大

人
権
擁
護
委
員
の
無
料
相
談

科
学
講
座　

お
い
し
い

ア
イ
ス
を
作
っ
て
食
べ
よ
う



フォトキャンバス

市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

2014．3．1 1213 広報たてばやし

file_236

profile
昭和６年岡野町に生まれる。
20歳頃に実家の農家を継ぐ。
市統計調査員の会長を10年勤
めた他、学童の相談員として
も活動するなど、長年社会活
動に従事。現在は、自宅など
でそば打ち体験教室を開催し
ている。し

た
い
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」
と
語
り
、
そ
ば
打
ち

を
通
し
て
深
ま
る
地
域
と
の
き

ず
な
を
、
と
て
も
た
い
せ
つ
に

し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
作
っ
た
も
の
を
食
べ

て
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て

く
れ
る
の
が
い
ち
ば
ん
う
れ
し

い
で
す
。
私
を
育
て
て
く
れ
た

地
域
に
、
少
し
は
恩
返
し
で
き

た
か
な
」
と
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
優
し
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
赤
坂
さ
ん
の
そ
ば
は
日
本

一
だ
よ
」「
愛
情
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
る
か
ら
ね
」。そ
う
話

す
の
は
、
赤
坂
一
二
さ
ん
が
開

く
そ
ば
打
ち
教
室
の
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
。

　
赤
坂
さ
ん
が
そ
ば
打
ち
を
始

め
た
の
は
15
年
ほ
ど
前
。
独
学

で
打
ち
方
を
学
び
、
今
で
は
、

自
宅
や
公
民
館
な
ど
で
そ
ば
打

ち
体
験
教
室
を
開
催
し
た
り
、

友
人
に
打
ち
方
を
教
え
た
り
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
自
家
製
の

そ
ば
粉
で
打
っ
た
そ
ば
と
と
も

に
、
家
の
畑
で
採
れ
た
野
菜
の

天
ぷ
ら
な
ど
の
手
料
理
も
い
っ

し
ょ
に
振
る
舞
う
赤
坂
さ
ん
。

「
若
い
頃
か
ら
地
域
の
人
た
ち

に
は
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
い
つ
か
社
会

の
た
め
に
な
る
よ
う
な
活
動
を

※この記事は、広報モ
　ニターの竹

たけ

澤
ざわ

幸
さち

子
こ

さ
　んが担当しました

　第３回災害医療訓練が、２月11日、館林厚生病院
で行われました。これは、大規模な災害が発生した
際、多くの負傷者をより素早く効率的に救護するた
めに行われているもの。参加した職員は、傷病など
の状態で治療のトリアージ（優先度を分類する）を
行い、慌てず的確に対応できるよう、訓練しました。

より多くの命を守るために
大規模災害に備えて

　パドル体操教室が、１月30日から全４回の日程で行わ
れました。これは、身心をほぐすため、しゃもじ形の運
動補助具を使って、運動する習慣を身に付けるもの。参
加者は、「たたく、ほぐす」「握って離す」「投げてつかむ」
などの動作を通し、楽しそうに運動していました。

体力アップと健康維持
楽しみながら体を動かし

　お雛さままつりが、２月15日から３月３日まで、旧秋
元別邸や茂林寺など、市内６か所で開催されています。
会場には古くから伝わる七段飾りや木目込み人形などが
並び、訪れたかたは、きらびやかなひなまつりを楽しみ
ながら、館林の歴史に触れていました。

ひな人形とともに館林の歴史を感じる
明治から平成まで約1 , 5 0 0体のひな人形を展示

　新しい年をピアノ音楽で楽しもう！が、２月５日、渡
瀬公民館で開催されました。これは、高齢者教室の一環
で、ピアノ演奏に合わせて歌ったり体を動かすことで、
脳内の活性化を図るために行われたもの。45人の参加者
は、ピアノ演奏に合わせ、脳ストレッチを楽しみました。

楽しみながら行う脳の若返り！
春を感じるクラシック音楽や歌謡曲に合わせ

自分を育ててくれた地域に恩返しがしたい

（岡野町）
赤
あか　さか

坂一
いち

二
じ

さん

そ
ば
打
ち
を
通
し
て

　
地
域
の
絆
を
深
め
る
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図書館

科学館

新着＆おすすめ本紹介

施設
だより

映画会で楽しいひとときを

お話しと紙芝居の会

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

文学館

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
情報を
お知らせします

施 設
だ よ り

田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
…

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

※参加費は無料です
スポーツ振興課

（城沼総合体育館内　℡74- 2611）
11

とき 会場 催し物

３
月

16日㈰ 芸 香音の時～クラシック音
楽を芳～

22日㈯・
23日㈰ 展 PETITE　USINE　絵画

教室作品展示

23日㈰ 芸 富士見外語学院音楽科ピ
アノ発表会

28日㈮～
30日㈰ 展 絵画教室アトリエ・レガ

ーロ作品展示
30日㈰ 芸 Union　合同ダンス発表会

４
月

５日㈯・
６日㈰ 展 東毛かな書道会展示

６日㈰ 芸 ミキピアノ教室発表会
12日㈯・
13日㈰ 展 館林俳画協会展示

13日㈰ 芸 あすなろ民舞会発表会

広報たてばやし

　元文３年（1738）に建てられた道標。正面に
　「南無観世音菩薩」、左右背面に「秩父　こが道」、 
　「西国　セんづい」、「坂東　元文三年」とあり、
茨城県古河市と明和町千津井への道を示します。
　秩父、西国、坂東は道を示すものではありま
せんが、百観音巡礼で巡る地域のことであり、
観音菩

ぼ

薩
さ つ

への厚い信仰がうかがえます。

※２月15日現在の情報です

　自分の身を自然に守れるようにする遊
びや、子どもの命を守るための防災のポ
イントを紹介。子育ての延長で楽しく防
災に取り組めます。（一般書）

坂本廣子／著　フォーラム・Ａ
子どもと一緒に防災の本＋防災おやつ＆献立レシピ

夜間天体観望会「オリオン大星雲を見よう」
　冬の夜空を代表する星雲
“オリオン大星雲”などを
観察します。
とき　３月８日㈯・22日㈯
午後７時～８時30分
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
　天体観測室にある大きな
望遠鏡などを使い、太陽の
黒点や昼間でも見ることが
できる星を観察します。
とき　３月９日㈰・23日㈰　
午後１時35分～１時55分
※雨天・曇天の場合は施設
　公開のみ
サイエンスショー「夢のシャボン玉」
　シャボン玉を使ったいろいろな実験をします。
とき　３月16日㈰　午後１時35分～１時55分

芸：ホール　展：展示室（３月15日～４月14日）

ＣＯＷＣＯＷ、平成ノブシコブシ、ウーマンラッシュアワーなど、
㈱よしもとクリエイティブ・エージェンシー所属の人気お笑い芸
人が勢ぞろい。爆笑のステージを心ゆくまでお楽しみください。

　

　平成25年度館林市スポーツ少年団サッカー交流大会が、
１月13日、城沼陸上競技場で開催されました。これは、
試合を通して技術の向上と団員同士の親睦を深めるため
に行われたもの。当日は、７団体計1 3 5人の選手が参加
し、日頃の練習成果を発揮した白熱の試合を繰り広げま
した。今年度は、館林ＪＳＣ（写真右）が優勝し、大会
４連覇を達成した他、ＦＣフェニックス館林が準優勝、
館林少年サッカースクールが第３位となりました。

館林ＪＳＣが大会４連覇を達成！

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

３月15日㈯ 今を生きる（吹き替え版）

３月16日㈰ 今を生きる（字幕版）

３月19日㈬ 99歳の詩人　柴田トヨ～心を救う言葉～

４月２日㈬ 一命　いちめい

４月５日㈯ ティファニーで朝食を（吹き替え版）

４月６日㈰ ティファニーで朝食を（字幕版）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

３月16日㈰ へんないきもの

４月６日㈰
※16ミリフ
　ィルム

鉢かづき姫

　
　大正12年（1923）、田山花袋は関東大震災を経験し、
地震直後の東京を歩き回り『東京震災記』を書き下
ろしました。この本の装画は、花袋と親交があった
漫画家池

い け

田
だ

永
え い

治
じ

が描いており、花袋が見た震災の様
子をみごとにとらえています。
展示期間　４月13日㈰まで

　代表的な「捨てられない物」を中心に
取り上げ、捨てられる方法を伝授。物ご
とに整理の仕方や片づけ方がまとめられ
ています。（一般書）

やましたひでこ／著　㈱ＫＡＤＯＫＡＷＡ
断捨離流　モノの捨て方

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加者の年齢に
応じて選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

テレビでおなじみのお笑い芸人が館林にやってくる！
週末よしもと　爆笑ステージin館林

とき　４月20日㈰　午後６時30分開演
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）　 一般　3 , 8 0 0
円、友の会　3 , 5 0 0円、当日　4 , 3 0 0円
※５歳以上有料（４歳以下は膝上観賞
　無料）
販売　文化会館窓口で販売中
※都合により出演者が変更になる場合
　があります

こが・セんづいへの道標
松原一丁目

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

全国文学館協議会共同展示
「東京震災記－花袋の見た大震災－」
田山花袋著『東京震災記』（大正13年）

３月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■第一資料館・17日㈪～28日㈮・℡74 - 4111
■城沼総合体育館・25日㈫・℡74 - 2611

本の表紙（写真左）には倒壊したビルが、函
はこ

（写
真右）には逃げ惑う人びとの様子が描かれている
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はがき絵教室

　

水
彩
絵
の
具
の
赤
、
青
、

黄
と
白
を
使
っ
て
、
草
花

な
ど
を
描
く
は
が
き
絵
。

才
能
や
セ
ン
ス
が
必
要
で
、

自
分
に
は
う
ま
く
描
け
な

い
と
思
う
か
た
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

表
現
の
仕
方
は
十
人
十

色
。
苦
手
意
識
な
ん
て
持

た
ず
、
ま
ず
は
私
た
ち
が

活
動
し
て
い
る
は
が
き
絵

教
室
で
、
描
く
こ
と
の
楽

し
さ
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
先
生
が
基
礎
か
ら
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
。

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で
、
西
公
民
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
か
た
は
連
絡
く
だ
さ
い
。
問
合
せ　

江え

田だ

健け
ん

司じ

さ
ん
（
℡
73

─

５
５
１
８
）

表紙の写真
　

館
林
消
防
団
第
10
分
団
の

岡お
か

村む
ら

真ま

き

お

希
夫
さ
ん
。
入
団
し

て
８
年
目
。
消
防
団
は
、
た

い
へ
ん
だ
け
ど
つ
ら
い
と
思

っ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

献立　№43

学校給食では、煮込んだひじきなどの具材を、炊き上がったご飯に混ぜ込みま
すが、お米といっしょに炊き込むと味が染みて、よりおいしくなります。ひじ
きご飯は冷めても味が変わらないので、おむすびなどお弁当にしてもいいです
よ。なお、炊き込む場合は、調味料を少し薄めにするのがポイントです！

材　料（４人分）
■ ご飯　　　　　　　　　　　　　１合半
■ だし汁　　　　　　　　　　　　3 0 0 ㏄
■ グリーンピース・白ごま　　　　各適量
【具材】
■ ひじき（乾物）　　　　　　　　　20ｇ
■ シイタケ（かさの部分のみ）　　  　　　３個
■ ニンジン　　　　　　　　　　　 1/3 本
■ 油揚げ・さつま揚げ　　　　　　各１枚
■ つきこんにゃく　　　　　　　　　80ｇ
【調味料】
■ 砂糖・しょうゆ各大２、みりん・酒各小１

ひじきご飯　
一人前当たり361kcal

作り方
①ひじきは水で戻す。シイタケとニンジン
　は千切り。油揚げとさつま揚げは１㎝幅
　の短冊切りにして油抜きをする。こんに
　ゃくは１㎝長に切り、下ゆでをする
②油を熱した鍋でニンジンを軽くいため、
　他の具材を加え更にいためる
③だし汁と調味料を加え弱火で煮込む
④汁気が無くなったらご飯と混ぜ、グリー
　ンピースとごまをトッピングして完成

給食のセットメニュ～
鶏のから揚げ・キュウリの塩昆布あえ・ナ
メコのみそ汁
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